
小金井市市民参加推進会議（第６０回）次第 

 

日時 令和３年４月８日（木）午後６時００分から 

場所 市役所第二庁舎８階８０１会議室 

 

 

 

１ 理想の市民参加について 

 

２ 次回推進会議の開催日について 

 

３ その他 

 

■配布資料 

 資料１ 意見・提案シート 

 資料２ 市への意見の出し方 

 資料３ 令和元年度 市民相談のまとめ（抜粋） 

 資料４ 令和元年度 市長への手紙（抜粋） 

 資料５ 理想の市民参加 課題と解決策 

 資料６ 第８期市民参加推進会議行程表 





　　　　　　第６０回市民参加推進会議 資料２

所管 媒体 周知方法 概要 媒体・アクセス方法 R1実績 H30実績

広報秘書課 要望・意見カード等 HP
市長への御意見・ご要望等を

いただく。

投書箱（本庁舎・第２庁舎）

／広報秘書課広聴係窓口へ投

書・来庁

110 118

広報秘書課 市長へのファックス 市報、HP
市長への御意見・ご要望等を

いただく。
FAXで送付 7 19

広報秘書課 市長へのEメール 市報、HP
市長への御意見・ご要望等を

いただく。
メールで送付 156 159

広報秘書課 市民と市長の座談会 市報、HP
市政への御意見・御提案を市

長が直接伺う。
メール等で申込 年4回 年4回

広報秘書課 市長への手紙 市報、HP
市政への御意見・御要望につ

いてアンケートを行う。

無作為抽出（2,000人）で郵

送されたアンケートへ回答
年1回 年1回

各課 パブリックコメント
HP、市報、Twitter、窓

口、公共施設等に設置

計画等の施策原案についての

御提言をいただく。
書面/FAX/メールで提出 都度 都度

各課
市民意向調査/

市民アンケート
都度異なる

計画等策定に当たり、該当分

野への御意見・御要望につい

てアンケートを行う。

都度異なる 都度 都度

令和３年４月８日

市への意見の出し方　まとめ

























第６０回市民参加推進会議 資料５
令和３年４月８日

№ 意見 概要 課題 解決策 備考

1

集まるとかではなくて、意見をいただくだ
けだったら書面とかネットとか、例えばア
ンケートを用いて行うと、より多くの人か
ら意見をもらえるのかなと思う。

意見をもらい
やすい手法が
あると良い。

〇市民から意見を出すメリッ
トが無い。
〇意見を出してもらえない。

〇ＳＮＳの活用
〇意見を出したくなる仕掛け
づくり
・インセンティブ
・ポイント制度
・簡易な仕組み

〇手法自体が
市のＰＲにな
る。

2

何か意見をしたいと思ったときに、どこに
どう言えばいいのかというのが分からない
ところがあるので、どうすればいいかなと
いつも考えている。結局行動出来ずにその
まま終わってしまう事が多々あるので、意
見や質問を伝えたいと思っている市民が、
市に簡単に伝えられるシステムができたら
いいなと思う。

市へ意見を伝
えやすい仕組
みがあると良
い。

〇仕組み自体はある（市民の
声、要望・意見カード、市長
へのＥメール、市長との懇談
等）が、アクセスしづらい。
知られていない。
〇意見を出すことに気軽さが
無い。

〇意見を伝える仕組み自体は
既にあるが、意見を気軽に出
しやすい体制・仕組みが更に
あると良い。
・イエス／ノーボタン
・気軽な手法

〇苦情だけだ
なく、プラス
面の意見も伝
えたい。

3

いろいろな人の意見が聞けて、いろいろな
ことが言えることがいいのではないかと思
う。肯定的なことも、否定的なことも。そ
こで言うことが反映されるというよりは、
自分の意見を市に知ってもらえたのかなと
いうところを作ることが理想の市民参加で
はないかなと思う。

市に意見を言
い、検討して
もらえる環境
が理想。

（№２と重複）

〇意見を出すチャネルの増加
・生活動線の中
・公共施設
〇意見に対するフィードバッ
クの充実
・意見を市報などで紹介

〇比較的丁寧
な行政運営の
印象はある。
〇市民参加は
非常に積極的
な印象。

4

自分が住んでいるところに対してもっとこ
うだったらいいのにと思っているところ
を、もっと伝えようとしている、意思を伝
えられる、意見を伝えられるシステムが
あったり、考えを持てるようになって自由
に表現できるようになるといいなと思う。

市への思いや
意思を伝えら
えるようにな
ると良い。

（№２と重複）

〇場面や対象に応じた媒体
（紙・ＳＮＳ）の活用
〇市報の１／２面など、意見
を出す入口（市民の声等）の
広告を大きく入れる。
〇ＨＰ等で意見窓口を分かり
やすくする。

〇対象や目的
や必要度で分
類して考えた
方が良い。

5

人によって、理想の市政との関わり方とい
うのは全然違う。その人に合った深さと関
わり方をすべきであって、最終的には他人
事ではなく、自分のこととして市政を考え
られる人が１人でも増えればいいと思う。

自分事として
市政を考える
人が増えると
良い。

〇中々市政に興味を持つこと
は長い目で見ないといけな
い。

〇無作為抽出による審議会委
員選出の拡大
〇誰もが「参加できる」とい
う意識の醸成。市報など。

〇将来今より
増える取組と
なると良い。

「理想の市民参加」 課題と解決策



№ 意見 概要 課題 解決策 備考

6

シティズンシップというもの。小金井市に
住んでいてよかったと思えるような形に、
できるだけたくさんの人が、数的には多く
なるというのが１つの理想。

住んでいる市
を好きな人が
増えると良
い。

〇今住んでいる人には中々魅
力は気付けない。

〇前の居住地と比べてどうか
といったことを言える場や紹
介するものを作る。
・良かったランキング

〇シティプロ
モーション基
本方針に基づ
き、愛着や誇
りの醸成を進
めている。

7

サイレント・マジョリティーのこと。意見
を持っていても大きな声に出して言えない
人の声を吸い上げられるような市民参加で
ないといけない。

サイレントマ
ジョリティー
の意見も聞け
ないといけな
い。

〇サイレント層は言いづらい
と諦めて言わなくなる。
〇サイレント層には放置して
欲しい人もいる。サイレント
層で意見を言いたい人だけに
聞く仕組みが必要。

〇サイレント層が意見を言い
やすい仕組み
〇リアクションしやすい提
示、プッシュ型、アウトリー
チ型の手法

〇パートナー
シップ宣誓制
度実施

8

（各種審議会について）自分の知識や興味
があることに対して、もっと市民の皆様に
よく知っていただいて、手が挙げやすい状
況になればいいなと思う。

審議会に興味
を持ってもら
えると良い。

－
〇日常の生活の中で身近に触
れることのできる環境
〇審議会のＷｅｂでの配信

〇審議会のＷ
ｅｂ配信は個
人情報等の観
点から現状不
可としてい
る。

9

自由に意見を出せるような環境、言ってみ
ればきっかけづくりみたいなものをどう整
備していくか。まずはそのきっかけづくり
をどうしていくかというのが重要。
理想の市民参加という前に、そういう自由
に意見を言える環境をどう構築して、その
きっかけづくりをどうしていくかというの
がかなり大事だなと思っている。
実際に出された意見を市の政策なり施策に
最大限反映させていく姿勢。これはどちら
かというと市の姿勢も問われると思うが、
そういったものが複合的な形で機能してい
くことが、理想の市民参加というものを考
える上では大事な視点。

市に意見を言
いやすい環境
があり、市も
意見を最大限
反映させてい
く姿勢がある
と良い。

－
〇意見に対するフィードバッ
クの充実

2 



№ 意見 概要 課題 解決策 備考

10

この市民参加推進会議、審議会でいろいろ
な話が自由にできたということは非常に楽
しくてやりやすかった。自由に議論ができ
るということは非常にすばらしい。どれだ
けまた話せるかということが、今回もいい
のかなとは思ってはいる。ポストコロナの
時代に、どうやって市民参加の話ができる
のか、また地域コミュニティーができるの
かという状況なのかもしれないが、そんな
ことも含めて、楽しく長く、皆さんとお話
ができればいいなと思う。

市民と市が自
由に楽しく議
論できる環境
があると良
い。

11

理想の市民参加というのは短い言葉だが、
いろいろな視点や観点があるんだなと改め
て思っている。
自分事でもあり、みんな事にもなるという
のが、そういう、雑駁な感じですけれど
も、そんな感覚というのが多くの人に持た
れるというのが、本当にどういうことが
整っていけばそういうことになるのかなと
いうのは、改めて本当に今回機会をいただ
けたこと、考えていきたいなと思う。

市民が市政を
「自分事」
「みんな事」
として捉えら
れると良い。

3 



№ 意見 概要 課題 解決策 備考

12

入り口の部分は非常に大変かなと、大事だ
と思っている。
サイレント・マジョリティーも、市も人口
構成とか、どのように集団を分けるかには
よると思うが、いろいろなライフステージ
とか性差とかもあるし、本当に構成を集約
できたような会議体になると住みやすいと
いうように思う。
完全に人口構成に比例した会議体にすると
マイノリティーが生まれてきてしまうの
で、その意見をどのように反映するかとい
うのは同時に考えないといけないかなと思
う。
コロナがあるので、会議体自体を安全に、
かつ、意見をいう機会がなくて困るような
ことなく、物理的にもそういうことを乗り
越えていければならないと思う。

サイレントマ
ジョリティー
の意見を聞け
る形であると
良い。
コロナにおけ
る審議会の開
催方法も工夫
が必要。

13
市民参加の機会を市民に告知する際の広報
手段を工夫し、誰もがそれを周知している
ことも重要。

広報の工夫に
より、情報が
市民に届くと
良い。

14
市民参加したくなるような環境作りを行政
が行う事は、以下のシチズンシップの機運
を高める上でも効果的。

市民参加した
くなる環境が
あると良い。

15

市民が簡単にｙｅｓかｎｏで参加できるタ
イプのツールを使ってみてはどうか。例え
ば、市民参加推進委員でインスタグラムの
アカウントを作り、ストーリー機能を使っ
て意見を募集するなど。他都市の方の意見
も入ってしまうのがウイークポイントだ
が、手軽に参加出来るというメリットがあ
る。

市民が手軽に
参加できる
ツールがある
と良い。

4 



№ 意見 概要 課題 解決策 備考

16

前回のオンライン会議の模擬でも感じまし
たが、やはり対面に勝る参加はない。もち
ろんオンラインでの参加もありの、ハイブ
リットにしていくのが理想。身体の不自由
のある方、お子様のいる方も参加が可能。

オンライン会
議の併用も含
め、誰でも参
加できるよう
にすると良
い。

17

サイレントマジョリティに対してサイレン
トマイノリティという言葉はあまり聞かな
い。
サイレントマジョリティに対しては市民参
加への接点を増加させることが大切である
が、同じサイレント層であっても絶対数が
抑々少なく意見反映が困難な場合も考えら
れ、より一層の積極的な働きかけ・配慮が
必要なように思う。

サイレントマ
イノリティへ
の働きかけ、
配慮もあると
良い。

5 



第６０回市民参加推進会議 資料６
令和３年４月８日

１回目（第５０回）
平成30年1月30日

・委嘱状の交付、正副委員長の互選
・市民参加条例の概要
・市民参加条例運用状況等（附属機関の委員等）

１回目（第５８回）
令和2年7月15日

・委嘱状の交付、正副委員長の互選
・市民参加条例の概要説明
・市民参加条例運用状況等（附属機関の委員等）
・市民参加の事例紹介（小金井市、他市）

２回目（第５１回）
平成30年3月29日

・第７期市民参加推進会議の議題について
２回目（第５９回）
令和2年10月21日

・市民参加の理想像・目指す姿について
・課題と解決策の洗い出し

３回目（第５２回）
平成30年5月24日

・市民参加条例運用状況等（附属機関の委員等）
・若者の市民参加を推進するための方策について
・第１期提言に対する市議会回答について

３回目（第６０回）
令和3年4月8日

・課題と解決策の洗い出し
・提言に向けた検討

４回目（第５３回）
平成30年7月27日

・提言に向けた検討
４回目（第６１回）
令和3年5月（未定）

・提言に向けた検討

５回目（第５４回）
平成30年10月19日

・提言に向けた検討 ・提言に向けた検討
５回目（第６２回）
令和3年10月（未定）

・提言に向けた検討

６回目（第５５回）
平成31年2月15日

・提言に向けた検討
６回目（第６３回）
令和4年2月（未定）

・提言に向けた検討（提言文面の確認）

７回目（第５６回）
令和元年5月23日

・提言に向けた検討
・市民参加条例運用状況等（附属機関の委員等）

７回目（第６４回）
令和4年4月（未定）

・提言に向けた検討（最終確認）

８回目（第５７回）
令和元年7月18日

・提言の受け渡しについて
・提言に対する市長意見について
・第８期の委員募集について
・第７期のまとめ

８回目（第６５回）
令和4年6月（未定）

・市民参加条例運用状況等（附属機関の委員等）
・提言に対する市長意見について
・第８期のまとめ

第８期市民参加推進会議行程表

第８期推進会議行程表（予定）第７期推進会議行程表


